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１ 概   況 

 

  （１）沿革 

昭和 23年 

昭和 24年 

昭和 34年 

昭和 44年 

昭和 46年 

昭和 48年 9月 

昭和 48年 9月 

昭和 51年 2月 

昭和 62年 1月 

平成 2年 3月 

平成 2年 9月 

平成 4年 4月 

平成 4年 6月 

平成 5年 10月 

平成 6年 3月 

平成 12年 2月 

平成 12年 3月 

平成 13年 4月 

平成 15年 2月 

平成 18年 6月 

平成 18年 7月 

平成 20年 4月 

平成 20年 11月 

平成 22年 3月 

平成 23年 4月 

平成 28年 10月 

令和元年 8月 

地方衛生研究所設置要綱通達 

福岡県衛生研究所設置条例により、福岡県衛生研究所が発足 

開所 10周年記念式典を開催 

公害業務の急増により、公害関係職員を増員 

衛生公害センター建設の基本構想を策定 

太宰府市向佐野 39に庁舎を新築移転 

衛生公害型研究機関として福岡県衛生公害センターが発足 

第 1回九州衛生公害技術協議会を当所で開催 

衛生公害センターニュースを発刊 

高度安全実験施設を設置 

第 42回保健文化賞を受賞 

保健環境研究所に改称、組織を 3部 12課に改編 

第 19回環境賞（優良賞）を受賞 

第 44回地方衛生研究所全国協議会総会を開催 

第 1回保健環境研究所研究成果発表会を開催 

開所 50周年記念式典を開催 

環境マネジメントシステム（ISO14001）認証取得 

循環型社会実現など新たな課題解決のため、組織を 3部 11課に改編 

第 1回福岡県保健環境関係試験研究外部評価委員会を開催 

文部科学省より研究機関の指定を受ける 

公立大学法人福岡女子大学と「包括的連携協力に関する協定」を締結 

管理部研究企画課と情報管理課を統合し、企画情報管理課とし、組織を 3部 10課に改編 

第 59回地方衛生研究所全国協議会総会を開催 

第１回疫学研究倫理審査委員会を開催 

福岡県感染症情報センター及び福岡県がん登録室を設置 

第 42回九州衛生環境技術協議会を開催 

福岡県気候変動適応センターを設置 
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量試験ではフィールド試験において土壌汚染に係る環境基準以

下であり、混合特殊肥料の安全性を確認することができました。 

 

２－２ 廃棄キノコ抽出物による植物由来フリーセラミドの製

造プロジェクト 

本プロジェクトは、研究代表者が（株）ジェヌインR＆D（以

下、ジェヌイン）、共同研究者が福岡県醤油醸造協同組合、京都

大学、福岡県保健環境研究所であり、公益財団法人福岡県リサイ

クル総合研究事業化センターの共同研究プロジェクトに採択さ

れました。 

 令和元年度、福岡県のキノコ生産量は約2.6万トンであり、全

国 3位のキノコの生産量を誇っています。そのうち約 1割が石

づき部分や規格外品として廃棄されていると言われており、生

産者は処分費を払って産業廃棄物として処分しています。 

ジェヌインは、キノコが自己消化液によってフリーセラミド

を生成すること及び自己消化液中に糖セラミドを分解する酵素

が存在することを発見し、それに関する特許を保有しています 1)。 

本共同研究では、福岡県内の廃棄キノコ、フルーツの絞り粕及

び野菜の加工残渣等の植物系食物残渣に着目し、次の課題①～

③について検討しました。①廃棄キノコから分解酵素エキスの

抽出、②分解酵素エキスの植物系食物残渣への適用、③植物由来

フリーセラミドを用いた食品、サプリメント及び化粧品等の商

品化及びブランド化（図２）。 

図３に示すように、フリーセラミドはスフィンゴイド塩基と

脂肪酸で構成されており、スフィンゴイド塩基や脂肪酸のアル

キル鎖の長さ、水酸基の数及び不飽和結合の数の違いにより多

くの種類が存在し、約350種類が確認されています。しかし、市

販されているフリーセラミド標準物質は5，6種類と非常に少な

く、定性分析が課題でした。 

当研究所は、課題②で作成した植物由来のフリーセラミドに

ついて、液体クロマトグラフタンデム質量分析装置を用いて定

性する方法を検討しました。その結果、フリーセラミドを構成す

る脂肪酸のアルキル鎖が長くなるほど保持時間が遅く、また、水

酸基及び不飽和結合を多く持つほど保持時間が早まる傾向にあ

りました。そこで、液体クロマトグラフィー部分の分析条件を工

夫することで、標準物質との保持時間の差から未知のフリーセ

ラミドについて定性ができるようになりました。 

３ まとめ 

当研究所は、2つの共同研究において、高精度で高感度な測定

機器を活用し、バイオマス発電所焼却灰等の安全性試験及び植

物残渣由来フリーセラミドの分析方法の開発を行いました。 

今後も、企業、大学及び県公設研究所等と連携を図り、廃棄物

の資源循環利用促進の課題解決に向けた取り組みを進めていき

ます。 

1) （株）ジェヌインR&D：宮鍋征克、開 忍、羅 霄霖、セラ

ミド生成用組成物．特開2021-103950 

図３ フリーセラミドの構造例 

脂肪酸 

スフィンゴイド塩基 

図２ 廃棄キノコ抽出物による植物由来フリーセラミドの製造プロジェクトの概要  

そのままでは糖セラミド 
天然フリーセラミドではない 

天然フリーセラミドが生成 
 
（キノコが独自で生成） 
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（２）組織機構と業務内容 

 
 

総  務  課 ・庶務、財務会計に関すること。 

 

企画情報管理課 ・がん登録等の推進に関する法律の施行に関すること。 

・保健環境研究所における試験検査、分析測定及び調査研究等の総合企

画、調整及び連絡に関すること。 

・保健衛生及び環境保全に係る試験研究の成果の管理に関すること。 

・保健衛生及び環境保全に係る研修等に関すること。 

管 理 部            ・各種疾病及び環境汚染等による不健康要因の人体に及ぼす影響について

の疫学的調査研究に関すること。 

・テレメーターによる大気汚染等の測定、解析及び調査研究に関するこ

と。 

・その他保健衛生及び環境保全に関する情報の解析及び調査研究に関する

こと。 

 

計 測 技 術 課 ・高度精密分析機器による試験及び調査研究に関すること。 

・化学物質の試験及び調査研究に関する事務のうち、他部に属さないこ

と。 

 

病 理 細 菌 課 ・細菌性疾患及び病原細菌の細菌学的・血清学的検査及び調査研究に関する

こと。 

・食品、水及び環境の細菌学的検査及び調査研究に関すること。 

所長  副所長   保健科学部            ・消毒薬、殺菌剤及び細菌製剤等の効力試験、無菌試験及び病理毒性試 

験に関すること。 

 

ウ イ ル ス 課 ・ウイルス性及びリケッチア性疾患のウイルス学的・血清学的検査及び調査

研究に関すること。 

・人獣共通感染症のウイルス学的検査及び調査研究に関すること。 

 

生 活 化 学 課 ・食品、医薬品、衛生材料及び生体試料等の理化学的試験及び調査研究に関

すること。 

 

大  気  課 ・大気汚染の分析測定及び調査研究に関すること。 

・放射能による食品及び環境の汚染の調査研究に関すること。 

 

水  質  課 ・工場排水及び公共用水等の水質基準に係る試験、分析測定及び調査研究に

関すること。 

・上水、井水、下水、し尿浄化槽排水及び清掃処理施設排水等の水質試験及

び調査研究に関すること。 

環境科学部            ・地下水及び土壌の汚染等に係る試験、分析測定及び調査研究に関する 

こと。 

 

廃 棄 物 課 ・廃棄物の試験、分析及び処理方法等の調査研究に関すること。 

 

環 境 生 物 課 ・衛生動物の同定、生態、分布及び駆除の調査研究に関すること。 

・環境汚染の動植物に及ぼす影響及び環境指標動植物の調査研究に関する

こと。 

・自然保護に係る動植物の分布及び生態の調査研究に関すること。 

 

感染症情報センター        ・感染症発生動向、病原体情報の調査及び情報発信に関すること。 

 

がん登録室            ・がん罹患状況の調査及び情報発信に関すること。 

 

気候変動適応センター       ・気候変動影響、適応の調査及び情報発信に関すること。  
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